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＜注意事項＞ 

 Windows の更新プログラムに関しては個別にご案内している対象プログラム（2008 年 2 月現在では Internet 
Explorer 7）を除き、適用の制限はございません。 

 お使いのパソコンのユーザーがコンピュータの管理者(Administrator)ではない場合、設定の変更を行うこと
ができませんので、パソコンの管理者に設定の変更を依頼してください。 

Microsoft 社より配信される、Office 更新プログラムの中に、一部簡易入力システムの動作に

支障をきたすプログラム（以下「対象プログラム」とする。）があることが判明しております。

 

この対象プログラムについては、判明次第お知らせにて適用しないようお願いしているところ

ですが、現在確認されている対象プログラムの他に、今後配信される Office 更新プログラム

の中から、新たな対象プログラムが発生する可能性もあります。 

 

そのため、毎月、更新プログラムの配信後に簡易入力システムの動作検証を行い、その結果を

お知らせにて通知することといたします。 

大変お手数ですが、毎月 Office 更新プログラムの動作検証結果をご確認いただきまして、対

象プログラムの適用防止手順を実施するとともに、その他の支障のない Office 更新プログラ

ムを適用していただきますようお願い申し上げます。 
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自動更新の設定を確認する 

（P3 参照） 

 

１．自動更新の設定を確認 

開 始 

（コンピュータの管理

者以外の場合） 

当該月の手順終了 

 
 
パソコンの管理者へ依頼する 
 

管理者へ設定確認依頼

 
 
 
Microsoft 社より Office の更新プログラム

が配信されても、適用しない。 

（P4 参照） 

２．Office 更新プログラムの非適用 

 
 
 
自動更新の設定を変更す

る 

自動更新の設定を変更 

（自動更新の場合） 

（
手
動
更
新
の
場
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お知らせ「Office 更新プログラムの適用防

止について」を参照し、当該月の対象プロ

グラムを確認する 

（P4 参照） 

３．お知らせの確認 

 
 
 
対象プログラムの適用防止手順を実施し、

それ以外の更新プログラムを適用する 

（P4 参照） 

４．対象プログラムの適用防止 

毎月第２火曜日（米国時間）以降 

（プログラムによっては不定期） 

毎月中旬 

（プログラムによっては不定期） 

毎月月末まで 

（プログラムによっては不定期） 

 

運用スケジュール 

翌
月
以
降
繰
り
返
し 

翌
月
以
降
繰
り
返
し 

 

■更新プログラム適用の流れと運用スケジュール 
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１． 自動更新の設定を確認 

自動更新とはWindows の重要な更新を自動的に行う機能です。本機能が「自動」になっていた場合、更新プ

ログラムが意図せずインストールされてしまうため、設定の変更を行っていただきます。 

 

①「スタート」メニュー →「コントロールパネル(C)」→「セキュリティセンター」→「自動更新」の順にクリックしま

す。※Windows2000 の場合は「スタート」→「設定(S)」→「コントロールパネル(C)」→「自動更新」の順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【自動更新】画面が表示されるので、設定を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 「自動 （推奨）（U）」が選択されている場合 

→設定を「更新を通知するのみで、自動的なダウン

ロードまたはインストールを実行しない」に変更し

てから「OK」をクリックします。 
 

Ⅱ 「更新を自動的にダウンロードするが、インストール

は手動で実行する（D）」が選択されている場合 

→変更せずに「OK」をクリックします。 
 

Ⅲ 「更新を通知するのみで、自動的なダウンロードま

たはインストールを実行しない（N）」が選択されてい

る場合 

→変更せずに「OK」をクリックします。 
 

Ⅳ 「自動更新を無効にする(T)」が選択されている場合 

→変更せずに「OK」をクリックします。 
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２． Office 更新プログラムの非適用 

Microsoft 社より配信された更新プログラムが適用できる状態になると、パソコンに通知されます。また、

Microsoft Update や Office Update を行った際にも、適用できるプログラムとして選択できるようになります。 

しかし、配信直後の場合、簡易入力システムの動作検証が完了する前に対象プログラムが適用されてしまう

可能性があるため、Office の更新プログラムはすべて適用しないようお願いいたします。 

 

 

画面例 

パソコン画面右下に表示される自動更新のバルーン 

 

 

 

 

 

 

Microsoft Update の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Microsoft Windows XP、2000 のカテゴリにつきましては、2008 年 2 月現在、Internet Explorer 7 を除き適用し

ていただいて問題ありません。 

 

 

３． お知らせの確認 

毎月、更新プログラムの配信後に簡易入力システムの動作検証を行い、適用すると動作に影響がある対象プ

ログラムを確認します。その内容をお知らせにて通知いたしますので対象プログラムを確認してください。 

対象プログラムがない場合も、その旨のお知らせを通知する予定です。 

 

 

 

４． 対象プログラムの適用防止 

2008年2月15日のお知らせ『【緊急速報】Office更新プログラムの適用防止について』に添付されている「【別

紙】Office 更新プログラム適用防止手順」にしたがって、「３．お知らせの確認」で通知された対象プログラムの

適用防止手順を実施します。対象プログラム以外につきましては、2008年 2月現在 Internet Explorer 7 を除き

適用しても問題ありません。 

クリックしない 

適用しない 

適用しても問題ない 

（Internet Explorer 7 以外）




